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１ プロジェクトの全体概要
Ｒ６年度：15,947千円
（内、プロジェクト推進補助金充当額：1,000千円）

⑵
事業費“ばーちゃるまつもと”による市民主体のシティプロモーション

⑴
プロジェクト
名称

１．城下町の魅力や松本ならではの食の魅力が伝わっていない。
２．松本の魅力が松本市民にも浸透されていない
３．年500万人観光ポテンシャルが商店街活性化に活かされていない。
４．地域事業者間コラボが植われていない。

⑷
現状、
課題

【将来像】産官学民連携で新たなエコシステムの形成を目指す。
【ゴールイメージ】
①産学官民連携で新たなコラボレーションが生まれる空間を創る。
②学生や若手クリエータの挑戦意欲を促す空間を創る。
③手作り感のあるシティプロモーションを実現する。

⑶
目的、
将来像

１．ばーちゃるまつもとセレクト
松本の食の魅力体験、生産者とのコミュニケーション

２．ばーちゃるSWEET WORK
市民とのふれあい空間、街のレア情報発信など

３．ばーちゃるShinshu-u
あらたな授業の形提供、信大ブランドを活用した街の活性化

４．エントランス空間(｢昭和の六九商店街｣再現)
サンプル空間として公開、昭和の松本再現に向けた可能性評価

５．AIバーチャルガイド(日立システムズ)
→観光庁公募検討したが来年度持越し
①AIチャッドポッド技術＋生成AI技術活用
②松本標準のAIキャラクタ(AIバーチャルガイド)を育成

⑸
サービス

⑹
ビジネス
モデル
イメージ
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１．若手クリエーターとの協業による「ばーちゃるまつもと」空間構築
２．Ｒ７年度自走化スタートの準備（運営体組織化、資金目処）ア 目的
令和６年５月１日 から 令和７年２月２８日までイ 期間
【代表提案者】 ：株式会社日立システムズ（役割：全体推進、とりまとめ）
【共同提案者①】：セイコーエプソン株式会社（役割：松本をフィールドとしたバーチャル×リアルイベント検討）
【共同提案者②】：株式会社テレビ松本ケーブルビジョン（役割：市民生活に有用なコンテンツ連携）

ウ プロジェクト
推進体制

A) サービス構築
・若手クリエータと予定していた４空間構築完了
【追加対応】
①プラットフォーム移行の必要性発生、Blender開発
データを活かし移行完了、持続可能性なアーキテク
チャであることを実証

②オンライン教育支援センター(松本市教育委員会)実証
③｢ばーちゃるKayo-san｣追加実施

B) 運営組織化
・会費収入をベースとした運営スキームを構築

C) 地域事業者×市民との協創活動
【追加対応】
④井上百貨店×味噌6蔵｢まつもとMISOめぐり｣想定以上販売

D) 資金計画
・各所支援金スキームも活用した資金計画立案

E）法的リスク整理
・10/2のデビューに合わせ利用規約をベンダーと整理

実績

A）サービス構築
・実証事業(開発、実証、評価)

B）運営組織化
・｢ばーちゃるまつもと協議会｣設立検討
・会員企業/団体勧誘

C）市民との協創活動
・推進枠組み検討、計画立案

D）資金計画
・R7以降資金確保(経産省公募、協賛)

E）法的リスク対策
・ステークホルダー間の契約整理

計画エ 活動内容

⑴ 令和６年度 社会実証事業の概要

２ 社会実証事業の実績
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実績に対する自己評価増減理由実績提案時単位ＫＰＩ
想定以上に市民に対する認
知度を上げることができた。

ﾃﾞﾋﾞｭｰｲﾍﾞﾝﾄなどをﾒﾃﾞｨｱに
取り上げられ認知度向上3,400300人集客数（R6年度は延べ来場数)

想定通りの金額を集める目
処がたった。

途中から金額を優先して交
渉(100万円/年)410社数協議会会員企業見込み数

松本市民の空間という意識
づけが出来た

他KPIの状況、追加施策の
状況良好-NPSＮＰＳ（“使い手”と“買い手”の

空間に対する満足度評価）

⑵ ＫＰＩの達成状況



結果、分析概要検証事項目標値内容取組み
・高校生の試験など公式行事を踏まえた計画
立案、継続的コミュニティ形成が必要。

・開発成果を公表することで自信につながり
社会との接点を持つきっかけになった。

・途中予想外事象にも速やかに対応できた。

・開発工数・期間、技術
サポートの手法検証

・不登校児童への開発体
験価値検証

4回
4回

・学生・若手クリエーター主体の実
証空間開発(5月～9月)
・不登校児童(中学生)も加えた開発
チーム作り

実証空間構築
(実証実験Part1)①

・デビューイベント開催(10/2)。
・当初予定した空間は10/2より制限なく公開、
追加実施したオンライン教育支援センター
(教育委員会様)については限定公開。

・双方とも想定以上の利用者数があった。

・コミュニケーションツー
ルとしての価値検証

9月までに
策定

・実証空間ごとに公開方針策定(公開期
間や公開範囲など、場合によっては
一部公開制限)

・定められたKPIの測定
実証空間公開
(実証実験Part2)②

・｢国際共修」授業での活用推進、留学生の
地域学習で効果。

・全学共通基盤としては時期尚早、まずは実
績を積むことに注力。

・｢アバター授業｣｢地域教
育｣の価値検証

・全学共通基盤としての
価値検証

6月～10月
提案実施

・グローバル化推進センターでの利用
実績をベースに他学部展開

・大学共通ID基盤との連携提案
信州大学展開③

・会費収入をベースとした運営スキーム構築。
・R7年度の会費収入は目処が立った。
・運営組織化(キーマンの移住決定)。

・運営資金の目途30団体提案・R7年度の法人化を前提に、ビジネス
オーナーと協議運営組織化④

・R6年度は味噌蔵(6蔵)と連携した｢まつもと
MISOめぐり｣を実商品化、R7年度はレシピ
コンテストなど市民参加イベント計画。

・｢市民ギャラリー｣構想をロードマップ化
(R8年度)、市民参加スキームを構築。

・高校探求授業との連携

・地域企業と一緒に検討する
ことに価値、当事者意識を
引き出す

R7年度実行
計画策定

・市民が誰でもが空間創りに参画でき
る枠組み作り
ex)主婦目線レシピ
市民フリースペース

・市民主体プロジェクト創出
ex)デジタル市民プロジェクト

昭和松本再現プロジェクト

市民との協創活動⑤

・事業計画作成｢事業目論見書｣の通り。
・地域事業者・学校と連携し以下支援金申請。
｢長野県元気づくり支援金｣＊申請済
｢FANTo!｣＊申請済

・資金を生み出せる取り組み
・寄付(長野県みらい
ベースなど)

・ふるさと納税
・松本市予算

公募2件・R7年度の資金確保資金計画
(R7年立上げ資金)⑥

・空間を利用する上での制約事項を整備、承
諾頂いた上で利用頂くよう導線を整備。

・各ステークホルダー目線に
たって安心・安全なプラッ
トフォームであるか検証

契約相関図
整理

・実際のコンテンツとステークホル
ダーを踏まえて抑えるべき対応を
検討

法的リスク対策⑦

⑶ 活動実績の一覧

２ 社会実証事業の実績
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⑷ 活動工程
R7.2R7.1R6.12R6.11R6.10R6.9R6.8R6.7R6.6R6.5

全体

R7.2R7.1R6.12R6.11R6.10R6.9R6.8R6.7R6.6R6.5取組み
実証空間構築
(実証実験
Part1)

①

実証空間公開
(実証実験
Part2)

②

信州大学展開③

運営組織化④

地域事業者×
市民の協創活
動

⑤

資金計画
(R7年立上げ
資金)

⑥

法的リスク
対策⑦
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２ 社会実証事業の実績

ｷｯｸｵﾌ
(5/17)

定例会
(8/5,20)

定例会
(2/3,18)

定例会
(5/28)

定例会
(6/11,25)

定例会
(7/9,23)

定例会
(9/3,17)

定例会
10/4,15,28)

定例会
(11/12,28)

定例会
(12/10,24)

定例会
(1/7,21)

空間設計・構築計画
EXITポイントクリア)

実証実験

プロテウス効果検証

運営組織化/会員企業勧誘

留学生共修授業 共修授業

▲
10/2デビューイベント

運営費用がどのくらい
必要かの見極め

関係者協議中

長野県支援金/FANTo!申請

R7年度計画

FRAME→Vket プラットフォーム移行

実証実験(教育委員会様)

「まつもとMISOめぐり」商品化 ▲
販売開始

｢ばーちゃるKayo-san｣学習

サービス利用規約整備

運営規約整備

R7年度企画検討



⑸ 社会実証の内容及び成果

１ → R6.5.1～R6.9.30 地域事業者取材、Blender開発
２ → R6.7.1～R6.9.30 地域事業者インタビュー、360動画撮影
３ → R6.7.1～R6.9.30 地域事業者取材、lider(iphone)撮影
４ → R6.7.1～R6.9.30 市民キャラクター音声録音、AI学習
５ → R6.8.1～R6.10.31 教育委員会様教育、運営検討
６ → R6.11.1～R72.28 Blender→VketCloudSDK(Unity)移行

稼
働
日

１．仮想空間構築(松本工業高等学校、地元中学生)
２．360度動画コンテンツ作成(美須々が丘高等学校、デジハリ松本)
３．地元アーチストの作品3D化(松本大学)
４．AIバーチャルガイド「ばーちゃるkayo-san」
５．オンライン教育支援センター(松本市教育委員会)
６．フラットフォーム移行(松本工業高等学校、地元中学生)

ア 内容

１．仮想空間構築(松本工業高等学校、地元中学生)
地域事業者の取材を経て空間設計・構築を行い、デビューイベントで成果報告を行ったことは高校生・中学生にとって良い経験になった。

２．360度動画コンテンツ作成(美須々が丘高等学校、デジハリ松本)
美須々が丘高等学校生が、地元企業の社長にどのようなインタビューをすればよいか一生懸命考えてくれて良いインタビューとなった。

３．地元アーチストの作品3D化(松本大学)
松本大学生がただ3D化するだけではなく、アーティストの作品への想いを取材し、そこを汲み取って3D化してくれたことが良かった。

４．AIバーチャルガイド｢ばーちゃるkayo-san｣(松本市民) ＊当初予定になかったミッション
松本市観光大使の鈴木ともこさんにキャラクターデザインして頂き、市民の音声モデルを組み合わせて松本らしいガイドが生まれた。

５．オンライン教育支援センター(松本市教育委員会) ＊当初予定になかったミッション
社会実証主旨にご賛同頂き不登校児童対策空間を実施した。想定以上の子ども達に体験頂きよい取り組みとなった。

６．プラットフォーム移行松本工業高等学校、地元中学生) ＊当初予定になかったミッション
10月末にメタバースプラットフォームFRAMEがサービスをクローズする方向である情報を入手、先がないプラットフォームに投資するのは
意味がないと判断、急遽移行対象のプラットフォームの選定を行い、若手クリエーターと相談の上社会実証期間中に空間移行を行うこと
とした。松本工業高等学校生徒と中学生には、急な対応にも関わらず完遂頂き感謝に堪えない。【その他資料①、②】

イ 活動の
結果・分析

取組み

実証空間構築
(実証実験
Part1)

①

デジタル人材育成に寄与する取組みである
場合は、育成人数と内容、成果等

空間構築に取り組んだクリエータ人数
・高校生 13名
・中学生 2名
・大学生 2名
・専門学校生 2名

＜合計 19名＞

6

２ 社会実証事業の実績



⑸ 社会実証の内容及び成果

１．デビューイベント開催：R6.10.2

２．実証空間公開：R6.10.2～R7.2.28

３．オンライン教育支援センター空間：R6.10.28～R7.2.28

稼
働
日

１．デビューイベント開催(10/2＠メディアガーデン)
若手クリエーターの成果発表と市民への認知度向上

２．当初予定していた空間の公開(制約なく公開)
・エントランス(六九商店街)
・井上百貨店(信州味噌蔵紹介、大信州酒造、松本ブルワリー)
・ばーちゃるSWEET WORK
・ばーちゃる松本城
・ばーちゃるShinshu-u

３．オンライン教育支援センター空間開設(松本市 教育委員会)

ア 内容

１．デビューイベント開催(10/2＠メディアガーデン) ＊当初予定になかったミッション
・来場者102名、メディア6媒体(日経新聞、市民タイムス、信濃毎日新聞、松本経済新聞社、松本商工会報誌、松本ケーブルテレビ)
・今回のイベント以降継続的にメディアに取り上げて頂けるようになった。【その他資料③】
・デビューイベントに合わせてチラシを各所にお願いし置いて頂いた。チラシイメージは右上画像の通り。
アルピコ交通上高地線主要駅、ブエナビスタ客室、松本城、松本市立博物館、松本市立美術館、観光案内所、SWEET WORK、33GAKUほか

２．当初予定していた空間の公開
・エントランス空間：延べ3,400人 ・井上百貨店：延べ1,400人 ・ばーちゃるSWEET WORK：延べ900人
・ばーちゃる松本城：延べ300人 ・ばーちゃるShinshu-u：延べ1,200人

３．オンライン教育支援センター開設(松本市 教育委員会) ＊当初予定になかったミッション
・参加児童 ：期間中延べ690回入室、参加実児童数42名、毎日参加ヘビーユーザー6名(｢安心して楽しめる環境創り｣という面で成果)
・運営サイド ：教育委員3名、大学生支援スタッフ8名(信大6、松大2)、高校生支援1名(松本工業高等学校生1)
・途中から子供たちが“空間づくり”の楽しみ方を開拓しはじめ新たな可能性を発見した。 【その他資料④】

イ 活動の
結果・分析

取組み

実証空間公開
(実証実験
Part1)

②

デジタル人材育成に寄与する取組みである
場合は、育成人数と内容、成果等

デビューイベントでの成果発表
・高校生 13名
・中学生 2名
・大学生 2名
・専門学校生 2名

＜合計 19名＞
オンライン教育支援センター支援
・大学生スタッフ8名(信大生、松大生)
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⑸ 社会実証の内容及び成果

１．R6.7.1～R6.12.31 コミュニケーション活性化検証
２．R6.9.1～R6.11.31 国際共修授業での活用検証

稼
働
日

１．コミュニケーション活性化検証
２．留学生「国際共修」授業での地域学習での活用検証ア 内容

１．コミュニケーション活性化検証
・リモートツール(Zoom)と比較し、アバター活用したした方がコミュニケーション活性化する(プロテウス効果)と言われており、グロー
バル化推進センター様内で検証中(定量的な効果測定はR7年度、アンケート結果より定性的効果は確認済)。

２．｢国際共修｣授業にてバーチャル空間を活用した地域学習を実施
・OMOMO社が作成した謎解きコンテンツをバーチャル空間に展開、謎解きイベントを通じて地域理解を深める授業を実施。
・学生31名参加、バーチャル空間自体や留学生間が知り合うきっかけとして有効である旨評価頂いた(アンケート結果から)

イ 活動の
結果・分析

取組み

信州大学展開③

デジタル人材育成に寄与する取組みである
場合は、育成人数と内容、成果等

・｢国際共修｣授業にて31名の学生が
メタバース空間での謎解き体験を
実施

8

２ 社会実証事業の実績

｢ばーちゃるShinshu-u｣での謎解き空間サンプル



⑸ 社会実証の内容及び成果

R6.10.1～R7.2.28 各方面にネゴシエーション
稼
働
日

１．会費収入をベースとした運営スキーム検討
２．R7年度会員交渉
３．運営の組織化

ア 内容

１．会費収入をベースとした
運営スキーム検討→右図の通り

２．会員交渉→R7年度の最低ライン
(100万/年)クリア見通し
＊｢事業目論見書｣の通り

３．運営組織化→右図の通り
＊キーマン移住(本人希望)、
R7年住民票2名移動(最大成果)

※ 当社は正会員としての参画を検討中イ 活動の
結果・分析

取組み

運営組織化④

デジタル人材育成に寄与する取組みである
場合は、育成人数と内容、成果等

ー

9

２ 社会実証事業の実績

市⺠主体の運営組織(案)



⑸ 社会実証の内容及び成果

R6.5.1～R6.7.28 各方面にネゴシエーション
稼
働
日

１．地域事業者×市民の協創活動
２．市民ギャラリー構想
３．高校探求授業との連携
４．若手クリエーターのコミュニティ形成

ア 内容

＜市民参加の方向性①＞地域事業者×市民の協創活動
・R6年度は井上百貨店×味噌蔵6蔵(*1)のコラボ情報｢まつもとMISOめぐり｣を商品化。
＊1.丸正醸造×萬年屋×三立醸造×丸山味噌醤油醸造店×上高地みそ×藤林屋
★目標販売個数をクリア(目標2,400個→3,000個 ＊出荷ベース)

・並行してSNS(Insta)を活用した情報発信(投稿、広告)をプロジェクト(市民)で実施
★フォロワー数は伸びなかったが(80)、広告では井上百貨店楽天SHOPへの1,700を超える送客が見られ一定の成果が得られた。

・R7年度は信州味噌レシピコンテストなど市民参加イベントを企画検討。
＜市民参加の方向性②＞市民ギャラリー構想

・市民賛助会員(有償)に自らの作品をUPする権利を与える構想をロードマップに加えた(R8年度)。【その他資料⑤】
＜市民参加の方向性③＞高校探求授業との連携

・3/7(金)に3校(県ヶ丘、深志、蟻ケ崎)合同探求イベント｢ちょっと早い 春の探求まつり｣参加 ＊900名を超える高校生にアピール
・高校生と地域企業や店舗・飲食店など活性化につながるアイディアを提案してゆく。

＜市民参加の方向性④＞若手クリエーターのコミュニティ形成
・空間創りに携わってくれた若手クリエーターとは継続的につながる制度を設ける・・「クリエーター会員」
・市民主体のクリエータコミュニティがいくつか存在することが分かり連携して大きなコミュニティ形成を目指す。 ＊新たな気づき
・クリエーターの活性化のためには集まれるLaboが必要、R7年度の計画でlaboの機材購入も計画

イ 活動の
結果・分析

取組み

地域事業者×
市民の協創活
動

⑤

４デジタル人材育成に寄与する取組みで
ある場合は、育成人数と内容、成果等

ー

10

２ 社会実証事業の実績



⑸ 社会実証の内容及び成果

R6.7.1～R7.2.28 各方面にネゴシエーション
稼
働
日

１．資金計画立案
２．支援金申請

・長野県元気づくり支援金申請・・申請済
・FANTo!申請 ・・申請済

ア 内容

＜資金計画抜粋＞

イ 活動の
結果・分析

取組み

資金計画
(R7年立上げ資
金)

⑥

４デジタル人材育成に寄与する取組みで
ある場合は、育成人数と内容、成果等

ー

11

２ 社会実証事業の実績

バランスをとって運用！

使える支援金を
継続して検討！



⑸ 社会実証の内容及び成果

R6. 8. 5 リスク事項の洗い出し
R6. 8.26 想定リスクの整理及び連携先との協議
R6. 9. 9 日立システムズSR本法務部との協議
R6. 9.30 ガイアリンク社との最終合意
R6.10. 2 法的制限事項を加味した一般公開

稼
働
日

実際のコンテンツとステークホルダーを踏まえて抑えるべき対応を検討
（各ステークホルダー目線にたって安心・安全なプラットフォームであ
るか検証）
メタバース空間の一般公開にあたっては空間自体の所有者、空間内コン
テンツの所有者、利用者それぞれに所有者の権利や利用者に対する制約
事項など多くの利害関係が発生するため各所との権利・制約につき整理
する必要がある。特にメタバース空間においては利害が発生するステー
クホルダーが多岐にわたることから既に公開されている他のメタバース
空間における規定などを参考にし、本件に関する内容を関係先と調整し
ながら整理する必要が生じる。

ア 内容

〇関係先（ステークホルダー）
・デジタルシティ松本推進機構（プロジェクトオーナー）
・株式会社日立システムズ（プロジェクト推進者）
・株式会社ガイアリンク（空間プラットフォーム提供者）
・空間コンテンツにおける現実空間での事業者（井上百貨店、六九商店街など）
・空間コンテンツ作成者（高校をはじめとした教育機関）
・一般利用者
〇想定仮説

各コンテンツや制作物の権利に関する所有権は「ばーちゃるまつもと推進プロジェクト」が有することとし、ガイアリンク社は利用者に
対するプラットフォーム提供者としての免責事項周知などを行うことによりステークホルダー間でのリスク回避を行うことを想定。

〇調整結果
実質的な運営主体であるDigiMAT及び日立システムズ法務部門、ガイアリンク社や一般利用者以外の関係先と協議し、概ね想定仮説の内容
で整理することで認識を確認。特に一般利用者に対しては誹謗中傷をはじめとした禁止行為を明確化することに重点を置いた。
これらの制約事項をドキュメントとして整備し、エントランス空間へ利用にあたる条件として利用者に対し事前同意を得ることにより
法的リスクの回避策を行った。

イ 活動の
結果・分析

エントランス空間入り口へ
配置した制約事項

取組み

法的リスク
対策⑦

デジタル人材育成に寄与する取組みである
場合は、育成人数と内容、成果等

ー
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２ 社会実証事業の実績



３ 結果、考察
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高校生・中学生との
協業による空間構築
『やってよかった！』

 想定以上のポテンシャル(高校生、中学生とも)！
 高校生は忙しく学校行事を踏まえた計画が必要。
 成果発表の機会はモチベーションになる。

プラットフォーム移行
FRAME→VketCloud
『全く想定外！』
『結果貴重な経験』

 弱点を踏まえプラットフォーム再選定が出来た。【その他資料①】
 持続可能な空間構築方法であったことを証明することになった。
＊空間の権利をハンドリングできる形で持つことが重要！

 試行錯誤の世界、ノウハウ共有は必須。＊コミュニティは必要

ばーちゃるKayo-san
(AIバーチャルガイド)
『課題が分かった！』

 リアル佳代さんそのものの音声モデルを楽しめ可能性を感じた！
 Ｑ＆Ａの学習を誰がどのようにやるかが今後の課題。
 松本市公式AIガイドを各観光施設や宿泊施設で共有して使い、一括し
てに学習させる仕組みを作ることで最強ガイドが出来るはずである。
【文化観光部様連携の可能性】



３ 結果、考察
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「まつもとＭＩＳＯ
めぐり｣について

『可能性を感じた！』
 “(地域)ブランド”と“デザイン”の重要性を認識した！
 各事業者が手を上げやすい取り組みを粘り強く考える必要がある。

オンライン教育支援
センターについて
『勉強になった』

 これほど仮想空間を実際に活用している事例に触れて勉強になった！
＊毎日遊びに来る児童が６名、安心して過ごせる場所を提供すると
いう意味で可能性を感じた。【その他資料④】

 仮想空間なりの課題は出てくると思われ、教育委員の皆様と相談しな
がら一つづつ解決してゆく必要がある。

｢ばーちゃるまつもと｣
の価値について
『再認識！』

 『“ありそうでなかったつながり”を生み出す可能性』
＊ステークホルダーＭＡＰ【その他資料⑥】

 に加え『“ものづくり”を楽しむ空間』を再認識
【その他資料⑦】



４ その他資料①～プラットフォーム比較～
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ロースペックデバイスでも快適に動くこと(実機検証済)



４ その他資料② ～移行前のエントランス(FRAME)～
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４ その他資料② ～移行前のエントランス(Vket Cloud)～
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４ その他資料③ ～取り上げて頂いたメディア～
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・日経新聞 10/2電子版
・市民タイムス 8/7朝刊（1面）

10/3朝刊
1/1朝刊（1面）

・信濃毎日新聞 10/3朝刊
・松本経済新聞社 10/3朝刊
・松本商工会議所 10月会報誌
・PC-Webzine      2月号



４ その他資料③ ～取り上げて頂いたメディア～
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2024年10月３日、信濃毎日新聞



４ その他資料③ ～取り上げて頂いたメディア～
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2025年1月1日、市民タイムズ



４ その他資料③ ～取り上げて頂いたメディア～
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2025年2月号、PC-webzine



４ その他資料④ ～教育支援センター様空間～
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４ その他資料④ ～教育支援センター様空間～
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４ その他資料⑤ ～ロードマップ～

調査研究調査研究調査研究調査研究

令和５年度令和５年度令和５年度令和５年度

令和６年度令和６年度令和６年度令和６年度

令和７年度令和７年度令和７年度令和７年度

令和８年度令和８年度令和８年度令和８年度

社会実証社会実証社会実証社会実証

自走準備自走準備自走準備自走準備

（（（（Hop)Hop)Hop)Hop)

自走自走自走自走

（（（（Step)Step)Step)Step)

拡大拡大拡大拡大

（（（（Jump)Jump)Jump)Jump)

令和９年度令和９年度令和９年度令和９年度

事例研究、市民意見事例研究、市民意見事例研究、市民意見事例研究、市民意見

ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング

事例研究、市民意見事例研究、市民意見事例研究、市民意見事例研究、市民意見

ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング

若手クリエータによる空若手クリエータによる空若手クリエータによる空若手クリエータによる空

間創造検証間創造検証間創造検証間創造検証

若手クリエータによる空若手クリエータによる空若手クリエータによる空若手クリエータによる空

間創造検証間創造検証間創造検証間創造検証

ECECECEC空間空間空間空間ECECECEC空間空間空間空間

ばーちゃるまつもとセレクトばーちゃるまつもとセレクト

教育委員会(不登校対策)教育委員会(不登校対策)

地域地域地域地域企業支援企業支援企業支援企業支援地域地域地域地域企業支援企業支援企業支援企業支援

Alps Innovation CenterAlps Innovation Center 市民参加市民参加市民参加市民参加市民参加市民参加市民参加市民参加

ばーちゃるギャラリーばーちゃるギャラリー

※※※※「元気づくり支援金」にて加速「元気づくり支援金」にて加速「元気づくり支援金」にて加速「元気づくり支援金」にて加速

ばーちゃるshinshu-uばーちゃるshinshu-u
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４ その他資料⑥ ～ステークホルダーＭＡＰ～
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（様式）

産

運営母体
(チームSWEET WORK)
事務局、広報、開発

民
井上百貨店

大信州酒造

松本ﾌﾞﾙﾜﾘｰ

※敬称略

萬年屋

丸正醸造
丸山味噌醤油

上高地みそ

三立醸造

藤林屋

アルピコホテルズ

アルピコ交通

日立ｼｽﾃﾑｽﾞ ｶﾞｲｱﾘﾝｸ
Spairal.AI

学
信州大学

OMOMO

松本大学

松本工業高等学校

松本美須々ヶ丘高等学校

松本深志高等学校

未来ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾚｯｼﾞ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾘｳｯﾄﾞSTUDIO松本

KOKO

公

教育委員会

DX推進本部

観光プロモーション課

松本商工会議所

松本観光コンベンション協会

お城まちなみ創造本部

松本蟻ケ崎高等学校



４ その他資料⑦ ～｢ばーちゃるまつもと｣の価値の言語化～
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『ばーちゃるまつもと』は

“ものづくり”を楽しむ空間
であり

ありそうでなかった“つながり”
を生み出す空間

である


